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平成２２年度 第７回教育研究評議会議事録（案）    

    

日 時 平成２２年１１月１７日（水）１４時３０分～１７時３５分 

場 所 事務局大会議室・工学部大会議室（テレビ会議） 

出席者 伊東、石井、碓氷、柳澤、山﨑、浅利、舩橋、杉山、佐藤、寺村、今野、

山本、梅澤、國宗、荒川、酒井、西原、村井、青山、増田、東郷、佐古、

竹内、高木、鈴木、渡邉修、永津、渡邊尚、田中、三村、加藤の各評議員 

陪席者 大戸、塩田の各監事 

中村、太田、佐藤の各学長補佐 

 

ⅠⅠⅠⅠ    前回前回前回前回議事録の承認について議事録の承認について議事録の承認について議事録の承認について    

  平成２２年度第６回教育研究評議会議事録（案）を原案どおり承認した。 

 

ⅡⅡⅡⅡ    審議事項審議事項審議事項審議事項    

１ 静岡大学学生支援センター規則等の制定等について 

   議長から、前回本会議で審議した標記規則等の制定等について、各部局教 

授会等での審議状況を伺いたい旨提案があり、各委員から教授会等での審議 

状況の報告があり、人文学部では１１月１８日の教授会において、石井委員 

同席のもとに審議を予定していることから、次回本会議で審議することとし

た。 

 なお、加藤委員から、センター等に所属している教員数が一部局分程ある、 

こうした教員の意見聴取方法についての問題提起があった。 

 

２ 静岡大学公開講座規則の一部改正について 

  柳澤委員から、静岡大学公開講座規則の一部改正について、資料１により

説明があり、審議の結果、原案どおり承認した。 

 

３ 平成２３年度非常勤講師計画について 

  石井委員から、平成２３年度非常勤講師計画について、資料２により説明

があり、審議の結果、原案どおり承認した。 

  なお、議長から、平成２４年度以降の非常勤講師計画については、早い時

期に削減等を考慮した方針を提案したい旨発言があった。 

 

 ４ 学生の懲戒について〔１〕 

５ 学生の懲戒について〔２〕 

６ 学生の懲戒について〔３〕 

  杉山委員から、学生の懲戒について、別資料１から別資料３によりそれぞ

れ説明があり、審議の結果、原案どおり承認した。 
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  なお、山﨑委員から〔１〕と〔３〕の事案についての量定について質問が

あり、杉山委員から、全学委員会で、直近の事例に照らして総合的に判断し

た旨発言があった。 

 

 

ⅡⅡⅡⅡ    報告事項報告事項報告事項報告事項    

 １ 企画戦略会議報告 

 議長から、第７回企画戦略会議（H22.11.10）について、資料３により概

要説明があった。 

 

 ２ 宿舎等の有効活用等について 

   財務施設部長から、宿舎等の有効活用等について、資料４により報告があ

った。 

   なお、議長から、本件については、次回経営協議会（H22.11.26）で審議

し、役員会で最終承認する予定である旨発言があった。 

   佐藤委員から、売却した収入の使用目的を明確にしておく必要がある旨発

言があった。 

 

 ３ 人文学部法学科と法務研究科の兼担の解消に向けた措置について 

   議長から、人文学部法学科と法務研究科の兼担の解消に向けた措置につい

て、資料５により報告があった。 

   なお、「残りの２ポストは、人文学部内で教員配置等で対応」とあるが人

文学部法学科の改組時を含め、全学的視点から取扱いを協議することを確認

した。 

 

 ４ 人事院勧告への対応について 

   総務部長から、人事院勧告への対応について、資料６により報告があった。 

   なお、議長から、本件については、次回経営協議会（H22.11.26）で審議

し、役員会で最終承認する予定である旨発言があった。 

 

 ５ 平成２１年度に係る業務の実績に関する評価結果について 

   浅利委員から、平成２１年度に係る業務の実績に関する評価結果について、

国立大学法人評価委員会（H22.11.5）により原案どおり承認された、旨資料

７により報告があった。 

 

 ６ 部局における年次計画（措置事項）の進捗状況及びその対応について 

   浅利委員から、部局における年次計画（措置事項）の進捗状況及びその対

応について、資料８により報告があった。 

   なお、委員から、措置事項の扱いについて執行部との協議の場を設けてほ

しいこと、及び今後の作業スケジュールを示していただきたい旨発言があっ

た。 
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 ７ 平成２１年度監事業務監査改善要望事項に係る役員会の基本方針につい

て 

   浅利委員から、平成２１年度監事業務監査改善要望事項に係る役員会の基

本方針について、資料９により報告があった。 

  

 ８ 自由啓発を目指す学生就学活動支援事業について 

   杉山委員から、自由啓発を目指す学生就学活動支援事業について、役員会

（H22.10.27）において承認された旨、資料１０により報告があった。 

 

 ９ 本学管理下のネットワーク環境における音楽著作権侵害行為の防止要請 

について 

   碓氷委員から、社団法人日本音楽著作権協会より標記の件について、資料

１１のとおり要請があり、調査の結果、本学学生による侵害行為を確認した

ため、資料１１により対応状況及び防止対策について同協会に対する回答及

び学生への注意喚起を行った旨報告があった。 

 

 10 南京大学との大学間交流協定及び学生交流に関する覚書の締結について 

   村井委員から、南京大学との大学間交流協定及び学生交流に関する覚書の

締結を行ったことについて、資料１２により報告があった。 

 

 11 大学間交流協定等の更新について 

   村井委員から、ネブラスカ大学オマハ校との学生交流に関する覚書、ブダ

ペスト工科経済大学及びナンシー第２大学との大学間交流協定の更新を行

ったことについて、資料１３により報告があった。 

 

 12 ダブルディグリープログラムに関する協定及び覚書の締結について 

   村井委員から、釜山大学校、ブラウンシュバイク工科大学及びインドネシ

ア大学とのダブルディグリープログラムに関する協定及び覚書の締結を行

ったことについて、資料１４により報告があった。 

 

 13 教員採用等報告について 

   議長から、資料１６により、人文学部２名、理学部２名、工学部１名、農

学部１名及び浜松キャンパス共同利用機器センター１名の教員採用の報告

があった。 

 

 14 叙位・叙勲について 

   議長から、名誉教授（教育学部）渡邉功氏が瑞宝中綬章（秋の叙勲）を、

名誉教授（農学部）金兵忠雄氏が従四位、名誉教授（電子工学研究所）助川

徳三氏が正四位、瑞宝中綬章、名誉教授（教育学部）増田繁氏が正四位、瑞

宝中綬章を受章されたことについて、資料１７により報告があった。 
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ⅢⅢⅢⅢ    その他その他その他その他    

 １ 男女共同参画アンケート調査について 

   舩橋委員から、男女共同参画アンケート調査について、資料１７により協

力依頼があった。 

   なお、舩橋委員から、大学院生及び研究員へは担当の教員からメールを転

送する等し、周知願いたい旨依頼があった。 

 

 ２ 次世代育成支援対策推進法に基づく「くるみん」の取得について 

   舩橋委員から、次世代育成支援対策推進法に基づく「くるみん」を取得し

た旨報告があった。 

 

 ３ メンティの募集について 

   舩橋委員から、メンター候補者決定とメンティの募集について、資料１８

により報告及び協力依頼があった。 

   なお、舩橋委員から、大学院生及び研究員へは担当の教員からメールを転

送する等し、周知願いたい旨依頼があった。 

 

 ４ 男女共同参画推進室教員人事委員会の設置について 

   議長から、前回本会議で承認された男女共同参画推進室特任教員人事委員

会委員を決定し、第１回委員会を開催する旨報告があった。 

   なお、前回要望のあった特任教員を含めた学部・センター等別の教員数に

ついて、資料１８により報告があった。 

 

 ５ 大学の地域貢献度ランキング調査等結果について 

   柳澤委員から、大学地域貢献度ランキング調査等結果について、席上配付

資料により報告があった。 

 

 ６ その他 

  (1) 石井委員から、就職活動に関する授業の公欠について、学生の事情に配 

慮し、各部局で個別に対応願いたい旨発言があった。 

 

  (2) 梅澤委員から、前回本会議で報告のあった、静岡キャンパス正門への防 

犯カメラ設置に関し、部内教員から、①記録映像については、プライバシ 

ー保護の観点から社会的にも問題視されていることを踏まえ、その取扱い 

を含め、慎重に対応願いたいこと、②正門の閉門時間が２２時３０分であ 

るが、雨天時には時間を遅らせる等、配慮願いたいとの意見が寄せられた 

旨報告があった。 

 

  (3) 佐藤委員から、人文学部主催講演会（H22.22.26）市民公開・国際シン 

ポジウム「アジア急成長次代の大学・大学院教育」（H22.11.28）の開催に 
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ついて、席上配付資料により案内があった。 

  

                                以 上 


